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9） 昭和大学国際交流センター
10） 昭和大学薬学部海外学生実習・研修推進委員会
要　　旨
【目　的】
昭和大学薬学部は，2010年に海外学生留学・研修推進委員会を発足し，学生の交換留学を推進して
きた．また，英語サロンを開催して学生の英語学習をサポートしている．学生海外留学・研修委員会
では，留学と英語に対しての2013年の学生意識を知るため，2010年に行った意識調査（アンケート）を
基に意識調査を行った．
【方　法】
薬学部2 ～ 4年生を対象に，アンケート（マーク8問，記述3問の計11問）を実施した（2013年5月実施）．
【結果と考察】
留学を希望する2年生を 2010年と2013年で比較すると減少していた．これは，全国調査でも示され
た留学を希望する学生が減少傾向と一致した．英語に対する自己評価は，2年生でPoorと評価する学
生が増えた．よって，早期からの英語学習のE－Learning， TOEICテストの導入など大学での取り組
みにも関わらず，全体としての底上げが達成されていないと思われた．海外への感心を持つ学生と全
く感心を持たない層と二極分化している可能性が伺えた．しかし，学部間協定校の認知度は上昇し，
英語の自己学習をしている学生が増えたことから委員会の活動がある程度の成果を得ている部分も
判明した．今後も定期的に海外学生留学・研修推進委員会が学生の留学や英語の意識を把握して学生
のニーズに合った留学制度の改革，英語サロンの活動を考えていくことが重要だと考えている．
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College of Pharmacy and Health Sciences（ 米
国）〕 との交換留学制度を定着させ，学生の留学
の機会を増やすため，留学生の募集から手続き，
英語学習のサポートなどに積極的に関与してき
た．本学では交換留学を選択科目「海外における
薬剤師の役割を知る」として単位化しており，5年
次にMahasarakham大学（MSU）と嶺南大学へ各2
名，6年次にはAlbany College of Pharmacy and 
Health Sciences （ACPHS） に4名，また学部間協
定校ではないが，University of California at Los 
Angeles （UCLA） へ1名が留学することが可能で
ある．今年度までに20名の学生が留学での単位認
定を受けている．その他に国際交流センターが主
催している夏季と春季の休みを利用した語学留学
プログラムも行われ多くの学生が参加してきた．
現在，本学薬学部の学生には表1に示すような多
様な留学プログラムが選択可能になっている．
筆者（小林）は，海外学生留学・研修推進委員会
の承認を得て，英語学習同好会（以下，英語サロン）
を毎週１回月曜日の夕方に開催している．英語サ
ロンの目的は，英語は苦手ながらも自ら進んで学
習の意欲のある学生に機会を与えることで，苦手
意識を克服して英語を好きになってもらいたいと
の想いで開始した．留学を希望する学生も参加し
ている．開始以降，これまで40名あまりの学生が
参加した．英語学習を希望する学生の目的は様々
であったが，学生個人はそれぞれの目標を達成し
て卒業または修了した．
今回，海外研修に対する学生の意識とこれらの
取り組みの効果を評価する目的で，2010年に続き
本学薬学部の2 ～ 4年生の学生の海外留学に対す
る興味，英語に対する意識および日々の英語学習
の実態を調査した結果を報告する．
緒　　言
平成23年度より「小学校英語」の必修化に象徴
されるように日本人の国際化を推進することは，
近年の一つの課題と意識されている．特に大学等
の高等教育の中での実践的な英語力の養成や海外
との積極的な関わりを求められており，文部科学
省，日本学術振興会，日本経済団体連合会（経団連）
はじめ省庁，外郭団体，経済団体では，日本人の
留学推進事業を推し進めている．文部科学省は，
高等教育の質の保証を図りながら日本人学生の海
外留学と外国人学生の受入れを支援する「大学の
世界展開力強化事業」を実施している注1．日本学
術振興会は，積極的に挑戦し活躍できる人材の育
成のため，大学教育のグローバル化を推進する事
業に対して重点的に財政支援している注2．さらに，
日本経済団体連合会は，国際機関の活動や日本企
業のグローバルな事業活動に意欲を持つ大学生に
奨学金を支給した．2012年度は30名の学生が奨学
金を受けた注3．　経済産業省でもグローバル人材
育成推進会議を設置し，グローバル人材の育成と
その人材が活用される仕組みを構築した．外務省
もグローバル化時代に相応しい大学教育の確立の
ため，各種取組を行っている注4．このように，各
方面で海外留学に対して積極的に支援を行う動き
が活発である．
昭和大学では，大学全体で姉妹校，学部間協
定校を増やし，学生の海外交流プログラムへの
参加機会を増やす努力を続けてきている．薬学
部においては2007年から3年間行った大学院GP
事業の海外留学推進活動を引き継ぎ，2010年に
学生海外留学・研修推進委員会を発足させ，こ
の委員会では学部間協定校3校 〔Mahasarakham 
University（タイ），嶺南大学（韓国），Albany 
注1 大学の世界展開力強化事業　文部科学省
 http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sekaitenkai/
注2 グローバル人材育成　推進事業　JSPS　日本学術振興会
 http://www.jsps.go.jp/j－gjinzai/index.html
注3 経団連グローバル人材育成スカラーシップ　一般社団法人日本経済団体連合会
 http://www.keidanren.or.jp/japanese/profile/ishizaka/index.html
注4 グローバル人材育成推進会　外務省
 http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/culture/hito/ryu/ryuugakuannai/global_h.html  
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まで幅広い分野で活用されている2），3）． 単語の
クラスター分析は，クラスター（固まり）に集ま
る単語の共通性を調べることで質問に対しての連
想を理解することができる．出現パターンの類似
した頻出語の組合せをデンドログラム（樹形図）に
して表示する．単語どうしの距離が短いと似通っ
た（共通性を持った）単語を示し，質問に関連する
単語どうしがクラスターに集まる．このような単
語の集まりが質問に対する連想を示す．
結　　果
2010年と2013年に行った調査のマークシート
の回収数と回収率を示した（表2）．今回2年生，3
年 生，4年 生 の 回 収 率 は80.6 %，35.8 %，19.7 %
であり，学年が上がると著しく低下した．前回 
2010年のアンケート回収率は，2年生が88.6%，3
年生は61.3%，4年生は55.8%とやはり学年が上が
るほど回収率が低下傾向であった．今回のアン
ケートの3，4年生の回収率が低かったため，2010
年との比較は主に2年生どうしの結果について行
うこととした．
質問1.		「在学中に，海外へ留学するチャンスがあ
れば行きたいですか？」
「はい」と回答した学生は，2年生127人，3年生
48人，4年生27人であった．回収率が8割を超え
た2年生を比較すると2010年は167人だったので，
留学に行きたい学生は40人減少した．
方　　法
昭和大学薬学部に在籍している2，3，4年生の
学生を対象にアンケート用紙による意識調査を
行った．アンケートへの回答は任意とし，学生が
アンケートに回答することで同意を得たこととし
た．調査期間は2013年5月の1 ヶ月間とした．ア
ンケートの質問は，2010年に行ったアンケート1）
を参考して合計11問にした．マークシート用アン
ケートは8問，自由記載の記述アンケートは3問で
ある．なお，選択肢以外の欄にマークした場合は
無効回答と判断し，有効回答数から除外した．
マークシート用のアンケート計8問はMicrosoft 
office Excel 2003 を用いて解析した． 解析方法
は2010年と比較できるデータを探すため，2010
年の解析方法と統一した．自由記載の記述アン
ケートは，奈良先端科学技術大学院大学の松本研
究室で開発されたChaSen　（http://isw3．naist．
jp/Contents/Research－ja/13_lab－ja．html）の形
態素解析による日本語自然言語処理システムを
使用し，頻出度（キーワード）を抽出した． さら
に，大阪大学の樋口耕一が開発したKH Coderの
フリーソフトを用いて頻出語の階層的クラスター
分析（デンドログラム）を行い，類義語どうしの出
現パターンを調べた．階層的クラスター分析は，
多変量解析の分析手法であり，対象語間の類似度
（距離）によっていくつかのクラスターに分ける分
析法である．医療分野，生物学分野や社会学分野
 1 
表 1 本学薬学部における学生海外留学プログラム 
学 年 昭和大学留学プログラム 留学先 期 間 
1年生 
ポートランド州立大学サマープログラム 
JCC サマープログラム 
アメリカ 
アメリカ 
約4週間 
3～4週間 
2年生 
ポートランド州立大学春季プログラム 
JCC サマープログラム 
アメリカ 
アメリカ 
約2週間 
3～4週間 
3年生 
UCLA Summer Sessions and Hospital Visit 
先端的教育研究推進のための国際プロジェクト 
JCC サマープログラム 
ポートランド州立大学春季プログラム 
アメリカ 
イギリス 
アメリカ 
アメリカ 
6週間 
約4週間 
3～4週間 
約2週間 
4年生 
先端的教育研究推進のための国際プロジェクト 
JCC サマープログラム 
ポートランド州立大学春季プログラム 
イギリス 
アメリカ 
アメリカ 
約4週間 
3～4週間 
約2週間 
5年生 
海外における薬剤師の役割を知る 
JCC サマープログラム 
ポートランド州立大学春季プログラム 
タイ，韓国 
アメリカ 
アメリカ 
2週間 
約2週間 
3～4週間 
6年生 海外における薬剤師の役割を知る アメリカ 6週間 
 
表１　本学薬学部における学生海外留学プログラム
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ている人数は変わらなかった．
質問5	.「自分の英語力をどう評価していますか?」
「１（a）」を英語力Poor とし，｢5 （e）｣をGood
　としてマークをつける形式とした．その結果，
2013年は自分の英語力をPoor （a）と判断する2年
生は50人であり，PoorとMediumの中間 （b） と
した32人よりも多かった（実践矢印）．2010年は
Poor （a） としたのは63人で，PoorとMediumの
中間 （b） としたのは79名 （実践矢印） だったの
で，2013年はPoorと評価する学生が増加した．3
年生でもPoorとする学生は21人，4年生でも10
人であり，1番多かった．しかし，4年生だけは
Poor （a） 10人， Poor とMediumの中間 （ｂ）レベ
ル9人， Medium （c）10人と英語力評価に差を示
さなかった（図3）．
質問6	.		「自分自身で“英語を勉強する必要がある
な”と過去に思った経験がありますか？」
「はい」と答えた2年生は91.2%，3年生は95.5%，
4年生は86.5%だった．
質問7	.	「6．で”はい”と答えた方にお聞きします．
次 の「Reading」，「Listening」，「Writ-
ing」，「Grammar」，「Speaking」のどの部
分ができたらよかったのに，と思いました
か？」（複数回答）
今回のアンケートでは，「Speaking」項目を新
たに加えた．この理由は，毎年6 ～ 7月に留学生
が薬学部に滞在し，学生実習に参加し，合同発
表会や交流会，週末は東京観光など，現実に学
生と留学生が交流する機会が得られ学内環境に
変わったことを考慮した．その結果，どの学年
質問2.		「1．で“はい”と答えた方にお聞きしま
す．何を目的に留学したいと考えていま
すか？」（複数回答可）
目的の1位は「語学留学」であり，半数以上の学
生が語学を目的としていることがわかった．2年
生を2010年の結果と比較すると（実線矢印），大
学・大学院進学目的は18人，資格取得目的は18人
低下し，卒後のキャリア・スキルアップを具体的
に考えている学生は減少している（図1）．
質問3.		「1．で“いいえ”と答えた方にお聞きしま
す．なぜ留学に行きたくないと思ってい
ますか？」
回答人数は2年生30人，3年生17人，4年生が9
名だった．各学年の形態素出現頻度の上位の語を
表3に示す．2年生は「英語」，「お金」，3年生は「英
語」，「興味」が検出された．4年生は回答数が少な
かったため，「英語」のみ頻出された．言語間の距
離を分析する階層的クラスターでは，2年生と3年
生は「英語―苦手」が類似語として抽出された．4
年生は，「英語―自信」だった．これは英語に自信
がないという文脈で使われていたので学生の意識
は同じ傾向を示している（図2）．
質問4.		昭和大学薬学部では韓国の嶺南大学，タ
イのマハサラカム大学，アメリカのオル
バニー大学と協定校を結んでいます．そ
のことを知っていますか？」
協定校を「知っている」と答えた学生は，2年
生57.2%で91人，3年生は62.1%で41人，4年生は
81.1%で30人であった．2010年の2年生で協定校
を認知している学生は44.0%の91人であったの
で，回収率が8%減少したにもかかわらず認知し
 2 
表２ 2010年と 2013年の本学薬学部 2年生～4年生のアンケート回収率 
学 年 
(2010年学生数/2013年学生数) 
2年生 
(236/211) 
3年生 
(194/190) 
4年生 
(199/188) 
2013年マークシート回収数（％） 170 (80.6) 68 (35.8) 37 (19.7) 
2013年記述用アンケート回収数（％） 125 (73.5) 59 (86.8) 35 (94.6) 
2010年マークシート回収数（％） 209 (88.6) 119 (61.3) 106 (55.8) 
2010年記述用アンケート回収数（％） 163 (78.0) 90 (75.6) 55 (51.9) 
 
表２　2010 2 3年の本学薬学部２年生～ 4年生のアンケート回収率
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図１　何を目的に留学したいですか？
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 3 
表３ なぜ留学に行きたくないと思っているか？ 
 
各学年の形態素出現頻度順 上位３語 
2年生 出現頻度単語 3年生 出現頻度単語 4年生 出現頻度単語 
1 英 語 1 英 語 1 英 語 
2 お 金 2 興 味   
3 海 外 3 海外/苦手/日本   
 
図2　留学に行きたくない理由
クラスター分析のデンドログラムの見方：　横軸は，ユークリッド平方距離を示す．単語どうしの距離が短いほど類似性を示す．今回
の結果から，留学したくない理由に関連する語（英語，苦手，自信）がクラスターに集まる．このような単語の集まりが留学したくない
理由の連想を表している．
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表３　なぜ留学に行きたくないと思っている
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ので，今回は，アンケート回収率が下がったにも
かかわらず，自ら英語学習している学生数に差が
なかった．
質問10	.「9．で，“はい”と答えた方にお聞きし
ます．具体的にどのような勉強をしてい
ますか？」
回 答 数 は2年 生17人，3年 生16人，4年 生9人
だった．頻出語として抽出された語は，2年生は
｢ドラマ」，3年生は｢英語」，「海外」，4年生は，
｢TOEIC」，「ドラマ」だった．さらに，階層的ク
ラスター分析での言語間の距離から，2年生は「ア
メリカードラマ」，3年生は「映画―字幕」，4年生
は「教科書―使う」の関連が見出された．2010年
は，どの学年も英語の自己学習をしている学生が
1割程度だったので分析できなかった．
質問11.	「皆さんの目標に到達するサポートとし
て，英語学習や海外留学の状況などの情
報交換，TOEIC学習などの自由参加型の
セミナー（英語サロン）を設けています．
英語学習のセミナーの参加に関して興味
はありますか？」
英語サロンの活動を行っていることに対して興
も「Speaking」の必要性が一番高い分野として上
げられ，2年生の回答を2010年と比べると，特に
「Writing」（実践矢印）が一番強く上昇し，62人増
加していた （図4）．
質問8.		「6．で“はい”と答えた方にお聞きします．
どんな状況や場面の時に英語の必要性を
感じましたか？」
抽出したキーワードを表4に示す．回答数は2年
生117名，3年生51名，4年生30名だった．2年生は，
「外国（海外）」，「授業」，「英語」が抽出された．3
年生は，「外国（海外）」，「英語」，「バイト」と「旅行」
が抽出された．4年生は「外国（海外）」，「英語」，「論
文」だった． 階層的クラスター分析を行うと図5
に示したように，2年生は「海外―行く」，「道―聞
く」，3年生は「海外―旅行」が類似語として抽出さ
れた．4年生は「外国―人」であった．よって，もっ
とも英語を必要と感じる時は海外旅行の時だった
（図5）．
質問9.	「現在，自らが英語学習をしていますか?」
自己学習していると答えた2年生は26人だっ
た．3年生は18人，4年生は9人 だった．2010年の
2年生は25人，3年生は17人，4年生は11人だった
図３　自分の英語力の自己評価
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図４　英語のどの部分ができたら良かったと思いましたか？
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表４ 英語を勉強する必要があると過去に思った経験 
 
各学年の形態素出現頻度順 上位３語 
2年生 出現頻度単語 3年生 出現頻度単語 4年生 出現頻度単語 
1 外国(海外) 1 外国(海外) 1 外国(海外) 
2 授 業 2 英 語 2 英 語 
3 英 語 3 バイト/旅行 3 論 文 
 
表４　英語を勉強する必要があると過去に思
図５　どんな時に英語を勉強しなくてはと思いましたか
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分あるため留学者減少に繋がっていると言われて
いる．しかし，日本と同等の平均年収のある諸外
国と比較すると日本だけが非グローバル化してお
り，将来，薬剤師は過剰となり就職難も予想され
る．よって，必ずしも国の豊かさが留学者の減少
の原因に結びつくとは限らないが，日本での生活
に満足している若者は増えている．
留学を希望する目的は，どの学年でも半数以上
が「語学留学」を希望している．3年前の2年生同士
を比較すると，留学目的の「大学・大学院進学」や
「資格取得」が減少したのは勉強する努力が必要な
ものやコストのかかるものは敬遠されると推察し
た．2年生は，薬学の一般的な知識を修得してい
る時期であり，そのため楽しむ要素の入った語学
留学や病院・薬局見学が海外経験を積む導入や留
学意欲の向上につながるものとして好まれると考
えられる．一方，高学年次での交換留学プログラ
ムの目的は，「海外での薬剤師を取り巻く環境を
知る機会を学生に与えることで，国際的な視野を
持った薬剤師を育成すること」と考えている．学
生には単に語学習得と見学ではなく，英語をツー
ルとして海外の様子を探りながら学ぶ研修である
ことを伝えていくことも今後の指導や啓蒙活動で
必要だと思われた．しかし，協定校の認知度に関
しては，どの学年も5割以上であったため学生海
外留学・研修推進委員会の活動がある程度の成果
を得ていると考えている．
学生の留学意欲低下の原因を探る目的で聞いた
留学を希望しない理由として挙がったキーワード
は「英語」であった．分析に使用した単語のクラス
ター分析は，留学したくない理由に対する連想の
構造がわかる．つまり，クラスターに集まる単語
の共通性を調べることで留学したくない学生の連
想を理解できる．今回の結果から，留学したくな
い理由は，「英語が苦手」，「英語に自信がない」で
あったことが連想できた．このことは，留学した
い希望があっても「英語」が障害になって留学をた
味があるとした学生は，2年生は56.2%で73人，3
年生が45.8%で27人，4年生が71.4%で20人であっ
た．
考　　察
本報告は，2013年に昭和大学薬学部の2年生か
ら4年生の学生を対象に海外留学への興味，英語
に対する意識，および日々の英語学習の実態を調
査したアンケートを各学年で結果をまとめたもの
である．同様のアンケートを2010年にも実施して
おり，一部，その時の結果と対比しながら結果を
みると，アンケート回収率は2010年に比べ，2013
年が著しく低下した．アンケートの回答は任意
であり、特に4年生は回収率が低いものの，その
内の90%以上で自由回答への記入があったことか
ら，留学と英語に関心を持つ学生の意見を汲み取
ることができると考えた．今後，回収率を上げる
ための工夫も必要かもしれない．
2020年に東京オリンピックの開催が決まり，携
帯型端末やスマートフォンなどの電子機器の急速
な普及により海外の情報を容易に入手できる時代
になり，格安航空会社の参入で海外へ行く負担も
減ってきたことから今後ますます海外との交流の
機会や英語を使う需要が増えると予想される．し
かし，今回のアンケートで在学中に留学したいと
答えた2年生は減少している．経済協力開発機構
（OECD）が発表した加盟国の教育に関する調査結
果によると，高等教育機関に在籍している日本人
が海外に留学している割合は，比較できる加盟国
33か国中，日本はワースト2位であった 注5．さら
に，海外で学ぶ日本人の学生は年々減少している
注6．この原因として，日本人の若者の内向き志向
や留学に必要な経済的な負担などが挙げられてい
る．今回明らかになった本学生の留学の意欲低下
は，全国調査での海外で学ぶ日本人学生の低下傾
向と符合していることがわかった．また一部の意
見として，日本の国が豊かであり，職の需要も十
注5 図表で見る教育2013年版　経済協力開発機構 （OECD）
 http://www.oecdtokyo2.org/pdf/theme_pdf/education/20130625eag2013_cntntjpn_j.pdf
注6 日本人の海外留学状況　文部科学省
 http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/25/02/__icsFiles/afieldfile/2013/02/08/1330698_01.pdf
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に必要としていること，さらにWritingの必要性が
2010年から3年の間に1番増加したことは，具体的
なコミュニケーションのスキルアップを望む学生
がいることを示唆する．学内での留学生との交流
機会の増加やSNS（Social Networking Service）の
普及によりグローバル化が進み，SpeakingとWrit-
ingが必要と感じられる環境になったためと考え，
その上で自己学習も増加したと推測できるので英
語学習の機会を提供するのは必要だと思える．英
語サロンは，英語学習方法などを教えるきっかけ
を与え，英語を克服する目的とした自由参加型で
かつ希望者のみで行う集まりである．英語を勉強
したいと希望する学生と留学前の学生を対象に開
催して5年半がたった．今年から薬学部のみでなく
保健医療学部の学生も参加するようになった． 關
ら4）の報告によると，留学前の英語教育は，有意義
な海外研修を行うことができ，学生も英語学習の
機会を求めているとしている．今回の調査で2年生
73人，3年生27人，4年生20人が英語サロンに興味
を持っていることが明らかになったので，これら
の学生には，自分の目標を達成できる英語の教育
をしていきたいと考えている．
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めらう学生が存在することを示している．逆に，
英語が克服できれば留学したい気持ちも出てくる
という改善の糸口も判明した．今回，2年生では
「お金」も留学をためらう原因として挙げられたこ
とも注目したい．OECDが提示した日本人の留学
生が減っている理由では経済的な負担が挙げられ
ており，今回の調査結果と一致する．本学では，
留学した学生に対して補助金を支給している．「お
金」（予算）を理由に留学をあきらめる学生には，
今後も委員会活動として積極的に補助金制度の情
報を伝える必要があると考えた．以上の結果を考
えると，学生が抱く英語への苦手意識の克服と予
算面での支援が交流活動のサポートとして必要性
が高いものと思われた．筆者（小林）は，学生海外
留学・研修委員会の承認のもと，英語サロンを開
催している．この活動の目的は，学生の英語に対
する苦手意識を減少させることであり，英語を話
して聞いて，英語の音に慣れる機会を提供してい
る．学生が日本国内だけでなく海外にも興味が持
てるよう本学に留学している医・歯・薬学部の留
学生との交流の機会をより多く提供したいと思っ
ている．
留学に必要な英語力に対する学生の自己評価は，
2年生のPoorの評価が増加した．3，4年生もアンケー
トへの回答率低下と併せて苦手意識は強まってい
るものと思われる．3年前のアンケートの後に低学
年から英語学習の習慣をつけることが重要1） だと
提言したが，残念ながら改善されていないことが
わかった．しかし，英語学習の必要性をどの学年
も85%以上の学生が感じていることから英語は必
要だという意識はあるだろうと推測される．2010
年と比較してもこの傾向は変わらなかった．さら
に，英語を勉強する必要を感じた具体的な背景は，
「海外へ行く」や「海外に旅行」から推測されるよう
に，海外旅行のためであり，学業や卒業後のキャ
リアへの感心は高くない．低学年からの社会への
関心，自分の進路への関心を高めさせる工夫も必
要であろう．4年生では「論文」という言葉が出てく
るので4年生から英語論文を読む・書くといった学
習がようやく始まると推測できた．
英語の学習のポイントとしては，Speakingを1番
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A survey of 2nd-4th year pharmacy students at Showa University 
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Abstract
【Purpose】
Here at the Showa University School of Pharmacy we have had International
Exchange programs since 2010． International Exchange Committee has a special support class 
to help students to study English in preparation for their trip． This survey， given in 2010 and 
again in 2013， was designed to help us to gauge the level of interest， ability and overall awareness 
that the aforementioned students have in English．
【Method】
We conducted the survey， among second year to fourth year students in May of 2013． It con-
sisted of a total of 11 questions （8 multiple choice and 3 written responses）． 
【Result and Consideration】
Second year students tended to have less aspirations to study abroad compare with 2010． It is a 
tendency that Pharmacy students in Showa and Japan national students have less interest in study 
abroad． Regarding their English ability， second year students we surveyed in 2013 was less pro-
ficient than their counterparts in 2010．We think that students do not improve of English ability in 
spite of the fact that E－learning and TOEIC have been adopted from the lowerclassmen． 
Our committee gets results that there has been a steady increase among students in the level of 
awareness of the exchange programs we operate in conjunction with our sister schools since 2010 
and also study English on their own outside of class has risen markedly． It is our sincere hope that 
we can support them as much as possible in this regard． 
Key words: Exchange programs，  English，  Sister schools，  being  introverted
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